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1，拷　宮

本研究で取り扱うクリンゲルンベルグ，サイクロバロイ

ド式まがり歯傘歯＊（重きほ等高線の歯輩で、その歯形を直

線あるいほ円弧とし．越すじをトロコイド曲線とする仮想
遜歯率で創成歯切りされ、原理的には共役な磯雄対が厳戒
できる歯車である一　しかし実際妄三は製作誤差，組立誤ぎ祭を

考えて腐面にクラウニングと幽形修整を施す－クラウニン
グは歯車の門歯藤の額ずじの曲率半径を凸額面のそれより

わずかをこ大きくなるようにして与える．すなわち仮想冠歯
咽の膏．出癖面の歯すじであるトロコイド曲線をわずかに

爽ならせてタラウニング効放を与える－　このように凸・押

勝面の瀕すじをわずかに頻適させたために今度ほ，サイク
ロイド来園桝における削聞揖廠変化が額蘭－十渉を生じさせ

るのと同じ理廉澤－　わずかではあるが額約け渉が生じてい
る．放題の傘廃車は上述のような歯切り原拠上の非共役性

をもつ歯車であるが，この非共役性と歯切り誤差とが混じ

り合って舘当たり模様に影轡を及ばしていることから、現

勘技能に頼る牌当たり調整歯切りを必要とする．
本研究は表題の傘歯単の歯切り原理上の非尭段性と歯形

修艶，組立誤差とか複合して接触点の軌跡（歯当たり）に
どのく上うな影轡を与えるか，国毎角伝達訳差はどのように
なるかのシミよレ｝ションをおこなったものである．

2・蝕出適胸－巾

タリンゲルンペ′♭グ式でほ仮想冠辟車の腐面は線紙面で
あり，瀕すいま卜けコイド曲線である．図1＝＝に転想起

瀕ホのピッチャ面上の瀕すじ曲線をノ示す．0山XYZほ仮

想冠鮨動こ設けた塵擦系でZ軸は仮想冠歯車軸である．0こ
はころかり‡当祝およびカッタのtか心である．カッタほころ

，‥，5さ（．：，，；；，，ミ！，・，，十11：ih！．，，，t：it，（三；・・・ニー，－，，，．

り，これを餌さで表す．や控qの腐定円Q上を半径照軋ド

，十、．■，，ト，十　十，：，，、，；：，い　十十　■，，’

は網走田に遠塗してトぴコイド曲線を郷く・いま、園1モb）

に示すよう茎こモ　カッタ中心をOe，カッタ軸をZ。とするカ

ッタで切れガぬ線素膏上め点Pを考え－　0。，ZeおよびP

こ・、！ミ，，、，・ノい，，！、，＼バ，・’，・，・い、，，：，心，こ，戸

ほ仮想破顔沌や問にそめ醜路として1攻め線鴎面を作る，
この縫紋面はあく蓬でも爵線青竜の軌跡融でしかない鈍

タリンゲみンベルグ式ではこの軌跡面は寮肖当腐串こ対して
鮫悪態歯車繭面（ガ面）として作用する，ク1Jンゲルンペプレ

ダ社でばこの経緯面の他に、置線を円通に変更した曲線綾

南を考えている，すなわち蚊入れ硬化した歯凍鈍感のいわ
ゆるハ泄ド，カ、ソト田切れガとしてCBN切わ．刃を用意し

ているノ＝か－　この切れガ形鋏は曲率半径の大きい門肇
㌻忘でありく周i（c＝、これによって歯形藤態をする∴棟

山梨講演会講演論文集（共催

形修整をした歯車ほ歯当たりが得やすい．

さてかみあい歯1矧間にタラウニング勃発を与えるため⇒

仮想冠傍輩凸刃面の歯すじの曲率半径を凹ガ鹿のそれより

大きくするが，技鉢約には園1（b）のカッタ切れ刃ÅBと

Å’B‘のカッタ触回りの旋回半径の差を利用している・す

なわち0。P＞0。P’を利用する，しかし園2に誇張して

示すように．点P．P’を点Tで一致させると凸．凹両刃

酢は干渉する．この子渉を刃面聞の距樅（声m）で表しi等高

線表）哀して園3に示す，例′丘モの仮想冠歯車諸元および本研

究でシニュレートする釦華諸元を表1，豪2に示すt2－．

囲3よ畑羊渉ほ1錘葦度で実用上廟磯できる貌である．さ

らにクラウニングの効果も始待どおり現れている．
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